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1 •特にま蠢していただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 


この巧扱説明需およびが品への表示では、巧话を巧まに正しくお使いいただき、あなたや化の人々へのを套や 
財唐への巧塞をホがに巧比するためじ、いろいろなお表示をしでいます。その表示と急巧は巧のよラになっ 
でいます。内容をよく理巧してから本文をお病みください。 

^ d 二この表ホを巧視しで、誤った巧り巧いをすると、人び巧こ、 S 巧を負ラ巧能な、または义がの 
胃〇可能性が毎定される内容をおしでいます。 


么 

A を 


胃この表示を無視しで、誤った巧り巧いをずると、人び傷客を負ラ巧能なや物的巧きの発生び巧 


定される巧容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 



C 


么記畳はま活を促ず內容があることをちげるをのでず。 

図の中に具が的なを意巧容(左図の場合は一沿的なを意)が巧かれでいます。 

0お音は禁化の巧為であることを毎げるちのです。 

因の中やお傍に臭化的な禁止の容(を国の頒ちはガソリン禁止)ぴ描かれています。 

〇記音は巧為を指示するの客を告げるちのでず。 

图の中に具巧的な指示内容（左因の场さは巧想プラグをコンたントからないでください） 


V ___ 一 -- - --- ' 

r 警告 (WARNING) 

•ガソリン厳禁 

ガソリンなど巧巧巧の高い巧は、巧巧に使頂しないでください。 itefi 

义がの原因にな0まず。 

•煙突がれを険 み^ 

煙突びがれたまま巧馬しないでください。 

がれでいると法巧中にがガスび室巧にちれで、ち巧でず。 A 

〇 

梦 り 

•煙突閉そく危険 ご/ ^こ 

巧突がつまった0、ふさびれたままでを巧しないでください。 二 

巧そくしでいるとち振中に巧乃スが室內にちれで、危巧でず。 : 


•巧類の乾燥厳禁 づ 

巧巧などのを巧には巧南しないでください。 

巧おびち下して义びつぎ、义災の原因になりまず。 /£> 

貧り 

•スプレー定厳禁 > 

スフレー巧や力たットこんろ南ボンベなどを、ス1 ブの上や前に放 •リち 

«しないでください。熟であの圧力び上びり、 巧 発し、危巧でず。 

S & 


•低温やけどにを意 

長時間巧虜の同じ巧巧に娩れないでください。 

比を的倚い湿度でちほ湿やけどやお水症がの原因となりまず。 


/な 


旣 A 








ミま意 (CAUTION) 


♦力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを巧づけないでください。 

义がび発をするおそれびあります。巧燃物とのお隔お巧についでは 
精準据え巧け図劇 （31 ページ）を参照しでください。 


•給油時消乂 

給';をは、化ず消乂してからおこなつでください。 
义がのおそれぴあります。 


♦異常時使用禁止 

万一異萬を感じたときは巧用しないでください。 
冥常燃焼のおそれびありまず。 


•高温部接触禁止 

燃巧中や消义直後は、高温部、煙突、枠上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によつでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびありまず。 






0 


•分解修理の禁止 ^ 

が跨、破損したら、巧巧しないでください。 1 ^ 

不完をな修理は、危検でず。 

参腰をかけたり、物をのせないで 

0 

機器の上にのつたり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、 

やけどのおそれびありまず。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを 
宙かないでください。水びかかると漏電やが障のおそれがあります。 

•改造使用の禁止 


改造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや煙突には床暖房巧の熱な換器などを取り巧けないでくだ 
さい。 

乂災やが方スび室内にちれる原国となり危険です。 

& 


•換気扇使用禁止 

ストーブを使巧しでいる同室巧で換気扇を使巧しないでください。な 
消えしで爆発燃焼するおそれがありまず。 

また、換気□•給気□は萬に確保し、物などでふさびないでください。 


• ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引ぎ（ドラフト）が強いと燃焼不良び発をします。のの煙突設 
置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（別壳品 DR -1) を取り 
付けてください。 

-集さ煙突に接攝する場台-標華寸まな上に立ち上びりび高い場含 
-風び強くでがびがむよラな場合 


ffef 


ドラつトレギユレータ 







1 .特に注意しでいただきたいこと(まをのために必ずお守りください) 


注意 (CAUTKDN) 

参電源コードを傷めない . 

巧 源コードに巧理な力を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、运源プラグを巧くとまは、コードを持っで引き巧かないでください。づ^^^ 
乂巧や凉巧の原因になります。 

P 

0 

参電源プラグは確実に塞しこむ 

巧 想フラグはコンたントに根巧まで確まに差しこんでください。 

また、 《 んだブラグやゆるんだコンたントは使巧しないでください。乂災の原因 !獲 

になりまず。めれた寺での巧ぎ差しはしないでください。麽巧の原困になります 。// 

ドイ 

i 


•長期間使用しないときは電源プラグ巧抜く 

ち期間使巧しないとき文は巧爸ずるときは、必ず巧想プラグをコンたント 
から巧いでください。乂がや示巧しない事なの原因となります。 


處 

参電源プラグのお手入れをずる 

ときどぎは 巧 源プラグを巧ぎ、ほこり及びを*物を除ましでください。 

ほこりびたまると湿巧などで おな 不良になり义ぶの原因にな0ます。 


万 

•巧油の保管 

巧細ま、义気、雨水、ごみ、离おおよび直が日化を測ザこ 巧 巧に巧爸しで 
ください。ガソリンなどといっしよに巧管しないでください。 

誤っで使巧ずると異をが焼や义巧のおそれがあります。 



•変質好油禁止 

巧質な‘莊、不總なな（巧れたな巧、がのおじっているな巧など）を巧巧しないでください。 
異巧燃焼やな巧のおそれびありまず。 


0 

♦シスターンの水位にま意 限 

お话水はかしすつ巧発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクのかのが規を水のにあることをお 定 

巧し、不运しでいる误台は 巧 巧液を 巧 給しでください。 の 

上お水の UI 上は、入れないよラを ち しでください。 TPg 

床おノ^^^^レぞ接統しない巧さは、清 巧 水は不要です。 ^ 

O 

•力一 ぺッ トのはがれにミま意 ^ ジ^ 

力一 ぺットびすれたりめくれたまま使巧しないでください。 

床パネルに直掛かれるとやけどのおそれびありまず。 、一^^ S ： 

f A 

♦循環液（循環か-不凍液）の保管に注意 

汾巧のまの居かない巧にお宮しでください。 

R — . 的んだ巧さ广はれか甘 7" 巧師のお胳を酉 H •グく ド ホい 



•巧めてお使いになるときのま意 

巧めでお使いになるときは、损 お’ ま巧などび焼き巧くまでほと臭いが出ま 
す。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル爲やか®)巧などに巧!®ずる巧さが考えられますので、この巧は部 
屋に入れないでください。 


o 

J 








I .巧心辻思レぃににさにい^^こ^巧至のにの1レ喊ずおゴリ にさい J 


お願い （NOT に E ) ' 

•機器を廃棄ずるときの注意 

•な油の廃棄 

ストーブを廃棄処分ずるとぎは、定油面器のな巧を 

0油の廃棄処分は、巧油をお質い巧めになった販売 

巧きとっでください。 （22 ページ） 

巧にご相談ください。 

な’油を入ったまま廃棄ずるとリサイクルの隙に思わ 


め事がになるおそれびありまず。 


し 

_ J 


2 •使用ずる場所 


ス トー ブをままに俊巧ずるためには、場所の選定が大切でず。 


安をに健箱ずるために 



>マントルピースなどには据え巧けないでください。 



>標高が100日 m を超える高地では使苗しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に赵要な空気び不足しまず。） 


巧累的に使巧ずるために 


■ 


参を気の入つでくるち向、例えば窓側などに屋くと、冷気ぴス)-ーブ 
で暖められで巧流しまずので、効果のです。 




隨1鑛1；：がか城ぶ! 



mmm 


参ス1ブの前は、反があからのふく射熱びでますので、巧暖パネルとの距おを害應しでください。 
•漏が配营の長さびできるだけ短くなるよラなの置にストーブを設置しでください。 


























































I [音声おがらせ J の巧容 

参通常の運転操巧 a 点义」 •[ 消义」•「タイマーたット J ) をおこなラとき、文ぎと同時に音青けな乂しますい r 消次し 
ます」’「タイマーたツトしました J ) で操作が態をおがらせしまず。 




運較スイツチをがしで r 入 j ( A ) 
にしたとき、 X はじーブ消义後に再 
点义する隱に点'なし、運範（点火） 
しまず。 

お3〜4分のザ桶燃お後;'肖のしまず。 




本燃焼中に点巧しまず。 
現を燃焼やの义力の大ぎさ 
を表示します。 


畴消乂お 




mmm 

1 jBBjHWWBBBBlMimflwta 


巧巧湿案; 




床暖房運お時に病なします。 
温か出□温度を表示します。 




巧暖房運転時に巧巧しまず。 

床温調節ボタンで設巧した巧温を表 
巧します。 

左から3個目のランプびななしたと 
ぎは廣湿設定にな0ます。 


ストーブ窜独運乾中に、サ 
ポート ヒータ スイッチを 
r 入 J または巧曙祝換スイ 
ッチを1■ストーブ•床暖 
房 J にしたとぎ、又は消义 
巧が中に巧度運おスイッチ 
を！■乂 J にしたとぎ点なし、 
一時的に消火します。 

燃焼室び巧却すると消巧し 
点义動作を始めます。 





運転スイッチを巧しで r 巧 j ( i ) 
にずると点巧し消义します。 

燃烧室か‘ち都すると消巧します。 




じーブ運乾中に室温び設を温度より 
約3で上昇すると点巧し消义します。 
室湿か’設を温度にまで下が'ると消巧 
しな乂動おを始めまず。 




窒湿設をポタンで設定した養温を 
デジタル表あします。 

ストーブにトラブルが'発をすると、 
トラブルのがおが記呂表示（モニ 
夕ーサイン）されます。 


ICE-KIRARA eve 


I [捏乂します逍乂レまず 
斗一時消乂中 I 白 呈吐与^与 陸 ーブ菊次电 

表示時刻に運転します} ["設定室痛' 



!表示時刻に運転します! 設定室温 

鹽げ吗にぉ 


isbihH^H 




. タイマー運お中は点幻しまず。 

-タイマー運転停止中は;'肖なしま 
す。 




-サポート ヒータ 運転やは点なし 
ます。 

-サポートヒータ運お停止中はお 
巧します。 




巧をスイツチ 




巧す （ jb ) と運乾（点父）します。 
をラー度巧ず （ JI ) と消义します。 




Ml 




現巧時刻を表示しでいるとき 
は点滅しでいます。 

タイ7—たツト時刻を表示し 
でいるときは消のします。 


たーフ''運お中は点巧し、解除すると消 
なします。 

室温設定を10で （ F 点設定）にずると 
有動的にじーフ'運転になり点のします。 




额篆巧 ( 


HH 


通常は現巧時刻を表示しまず。 
タイマー運転時はタイマーたツ 
卜時刻を表/示します。 




微風運拉中は点だしまず。 

が風運転停化中はおむします。 





















































■オープンボケットの閒閉 

•才ープンボケットを提くがしこむと、ゆつくり化できまず。操たを程<がしちどすとロックしで止まります。 


>磕《乾線;^^時ぶ題..神醇若响んモ;; i 驅だ心 


■揉作音についで 

•巧巧ポタンを巧ずとピツと音びします。 

参萬操巧をするとピツ音び2回します。 

■表巧部の明るさ現節 

参時計調節スイツチを「通萬 J に含ねせで「時ポタン J をがしなが6 r 分ボタン J を巧すことにより、表巧部の明るさ 
を2段階に巧がすることびできまず。 

(このときピツ音び2回しまずザ、誤揉がではありません。） 

■ r 音舌お知らせ J の消音方る 

鲁時計巧節スイツチを r 通を J にさねせで r 時ボタン J を押しなびら（■たーブ運活ボタン J を巧すことにより、 r 音を 
お巧らせ J を消音ずることができます。 

(このときピツ宫び2◎しますび、謀操巧ではありません。） 




が巧る'.こが•.たが U なサと於おが.;;が.:.，;:ぷ;..ぞ.なぶ•二 


r ストーブ床®巧」進坛と「ストーブ巧驻 J 通ち 
を扣りかえまず， 




あ水出□巧度を27〜70での巧曲に設定しまず。 
•[ほ J …1◎巧ずたびに設定巧度を6で下げる， 
• r 商 J …1◎巧すたびにお定巧度を6で上げる。 




r 時れ台せ j …現巧時刻を合わせるときに 
f 時れちせ J な》にします。 
r タイ7-ちせ J …タイマーたット時刻をち 
わせるとき r タイマーちせ J 化■にします。 

ramj •"現在商巧)やタイ 7 —たット時刻を 
をねせたら、通巧巧巧ホは、 mm に必す 
をどしでください。 


次力巧拓つまみを「巧み J か 
ら f 大 J の囲で巧かし义巧を 
リニアに寺«田おしまず。 
火力 g » つまみを f 白の J に 
合わせると ルームサー モによ 
る有巧 IMg (室巧巧をポタシ 
で呈迅をおを）びでさまず。 




床お調節 




Si ) 寺®火力勘節 

巧みルや 大 

•irmi • 111111 » 11111 1 * 


屋圍国 


醒^^ 


:»讚纖霍寒議瞧! 

.巧•:ミ棘•: V .'-な.-.、.......-.‘巧..な、ぶが.、..。'みみが一 -ふ ゴだ . i ::が..:; :满が X : 


- TAJ にずると蓮なします。 

• r は 1 J じずると»止します。 

r サボートヒータの没目] 

. サボートヒータは g 巧ヒータでず。 

-春をやが□などかしが寒いと®じるくらし'ぶ) 
を宙にストーブを*巧しないで床お房覇巧が 
でさます， 

. ストーブ床な巧卡サボートヒータで床頃能 
力をアップできまず， 






時刻の[時 J ををわせるときに巧います。 


^ sissS'iaiB 


時刻の r 分 J を合わせるとさに巧います。 
時が巧宙スイツチの位■によ0、1回の 
巧しのをみ巧が興な0まず。 
f 巧がちせ J …1巧すつをわ0まず。 
r タイマー合せ J …5巧ずつをわ0まず • 


IriiiiSSlI 




父力巧«つまみを r 呂巧 J にずると 
ルームサーモによる室巧技定〔29〜 

15で、10で （ F 点巧定 )） ができまず， 
rg め J …投定通おを1ですつ上巧 
r お助…巧を巧 S を1ですつほ下 




1 回巧すとセーフ巧巧。窒巧びおを*宙よ 
り一定巧度上巧するとお义し、一をを度巧 
下ずると白動的に巧火®巧に入0まず。 

巧度押ずと、它ーブ駕おは解なされます。 


f 法® J …ストーで g 巧と巧曲して、巧巧 g 巧を拥紀します。 
mm …ストーブ蒸ちに巧巧なく祝 sii 巧を閑始しまず。 
nai •••巧面*おを#止しまず。 




タイマー邏巧 

»をスイツチ（または、サボートヒータスイツチ）を！■入 J にし， 
タイマーたツトポタンを巧すことにより、タイマーを巧びなな、時 
刻巧巧にタイ7—たツト時刻び巧おしで巧巧され、タイマー通おが 
阳化されまず。 

くタイマー表巧び巧のしなければタイマ ー g 后は拥论ちれません。） 
たツト時刻になると、タイマー巧巧がおなし現を時刻び巧巧されで 
白曲のに通坛び历始されます • 

タイマー*巧の W 巧 

タイマー*お中にちラー«、タイ7—たツトポタンを巧ずとタイマ 
-通坛が解巧されます。 





















































燃巧は必ずな巧 （ J ほ1号な巧）を巧馬しでください。 

♦14^ 警告」巧ソリンなど揮発性の高い'なは、乂災の原因にな0まずのでおがに使苗し 
ないでください。 

参0^注意!]変質な油、 ちれた'な油、 水の混じっているの巧などは、おがに使おしない 
でください。 

参0^^ま置]巧巧は、必す乂 気‘ 雨水-ごみ-富逼及び、直射曰光を還けた場所に保管 
しで < ださい。 


■ _ _____ 給油 


■給油の踪の寺順と注意 

ISfflig 胃 参を'巧バルブを閱じで給油□ふたをはすしホ版のお'进器具で'なおを給•ぶしでください。 

油里計のかび「滿 J をさしたらお油をやめでください。 

送;をバルブ •圆ふたを化すちとどぉりにがめでくださし、。 

水ヴージ 参給油の隙に、水、ごみなどを入れないよう特にを意しでください。 

水巧ぎバルブ 

■給巧□ぶたは、お実に締めでください。 

■こぼれた巧'ぶはよくぶまとつでください。 

■燃料のれのま恵と空気巧きの方を 




巧タンクを空にしないよラにな意しでください。 

'逆タンクをいつたん空にしますと、ち巧経路のに空気びたまり、正常じを巧ができなくなること力 《 あ0まず。このよラ 
な場合には巧の順摩で空気巧きをしでください。 

1. '油タンクに給'泣します。 

2. ストーブの: J ム管□から、ゴムお送油管をはすします。 

3. ゴム製送油营から油び達続しで流れ出ることをおかめでからごム製送巧富ををとどお 
りにストーブに取り巧けます。（巧びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 


運転開始前の華備と確認 




取扱上のま意 

のめで巧用するときやシーズン巧めには、ストーブ压面ち下の定迪面器リじットレ 
バー（黒を）を左ち向に化まるまで巧しでください。 

WiU 麵議誦画 
儀麵 ggUSSKKUKSsSUttSSiS 0 を 

1 麵麵議麵瞧難 KtStgSKK 誦晒 Ki & K 簡麵薩麗 

麵圓麵賴麵 &№l ^№霸囊麵麵醫讓 

喔議編圓! 0 講麵議画! 

ぶ城か權 mmm 繁 y ’: ’が端；’’.撫操 . ： - 


前お 





選お開始前の準備と確請 


■送巧経巧の巧ちれの度巧 

•巧タンクやを巧管の接さ部などから巧ちれびないかどラか確巧しで<ださい。 


■巧巧お線の確現 

参 (2 合を意1 ■巧プラグをコンむントに巧の街巧まで巧実に ft しこんで < ださい。 
参ち源コードび煙巧などの离湿がにふれるおそれのないことを巧贸してください。 



■接地(アース)の巧巧 

參ェま热明*にしたびい、接が（アース）がとられでいるかどラカ、巧费しでください。 


■点义の要巧と•ま憲 
巧おの巧スイッすのたット 

ストーブを巧で适おする巧ちは r ストーブを巧 J に、ストーブ床ほお涅括をおこなラ巧ちは！■ス I ブ床巧房 J に、床 
ち奶巧スイッチをたットしでください。床おの巧スイッチのじットは巧巧巧始前におこなってください。 

春ストーブ床巧巧で運ちずるな合 参ストーブを巧で这拓する巧を 



♦ 12!^ ま Ml ストーブを巧面の水のがで、シスターンタンクの規定氷化（上 
お水のと下巧水なの面）まで循環ザ{コロナ巧？ I 房巧巧》巧）び入ってい 
ることを巧《しでください。«環水が入っている巧ちは巧をにな0まず。 
循環水は上巧な上入れないよ3•ま憲してください。 

水位が下巧な下の i •さは、巧*房專巧補巧巧を入れで <ださい。 



♦ストーブ內部かぶか巧芭接合がから水をれがないが a 詔してください。 

♦床！！バネルの温水配管のを中にノ'〇レブを取りがけた巧さは、必すノ D レブが痛いでいることを活斑しでください。 













■達括巧に巧暖切換スイツチを操作した場含のを层 

むやみに、ストーブ窜迎—ストーブ巧暖房にのりかえないでください。循環かのつまりの原国になります。 
♦ なわぶ r 職みド •r 夕添場巧 …自動的にいつたん消乂しで、約10分をに再点乂し、ス I -ーブ床暖房運転を開始し 
ます。そのとき、 f ジユー J といラお環水の霖発音び発をすることびありますび異常ではありません。 

参 巧ス^ブ巧馬巧"な下^^^ TO ] …運拓はそのまま継続します。しばらくしで「ジユー J といラ循環水の巧巧音びし 
まずび異常ではありません。 


5 .使苗方法（使い方) 



参オープンポケット巧の义力調節つまみで「有動運拓」と f ま勤運起 J び設定できまず。 
ごち望の運転方るでご使巧く ださい。 


(; 点义順唐） 

■ストーブ义力調節 r き動運活 J の場さ 


f ' 自動)ま動义力調節 
i 抑かか中 大 

• I 川川パ川■■■■■■■ル 
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りトーブ‘床お阳換1 

スト"つ占 

叫-ブ1 

床お 

し 

編 



•乂力調節つまみを「自動」じさわせでください。設定室温と部屋のが巧に嗯じ 
た乂力で燃烧します。 

(ストーブ乂力調節「ま動運短」（微か〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定 
义力で燃焼しまず。） 

♦時計をせは おぺ_ージ 「現を時刻の調節巧を J を参照しでおこなってください。 

1 . 時刻表示が現巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット巧の床暖の換スイッチを「ストーブ床暖房 J じ合わせでく 
ださい。 

3. 運活スイッチを押しで「入 J じしでください。 

「な乂します J の音声と同時に、点乂表示 I ■な乂します J びな‘灯し、自動的に 
巧のよラに運転（予橋燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂方調節「寺動運転」 
(糊か-^大）の揚合は設定室温の表示はありません。） 
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運おスイッチを押す 

-音を「点义します」 

-点乂表示点な 
-設ぞ室遍まホ巧の 
-設定床温表示点な 
-現な巧温表示点む 
-燃焼巧を風おまわる 

• ル油里流出 

，循環ポンプ作動__ 

-点义表示消な 
-燃巧表示なな 

-設定室温と部屋のが巧に临じた义 
方になる 

. リニアダンバーホ動 
-床暖湿度調節の設定巧温になるよ 
ラに、自動额節される 


床暖 
現を巧温 

■ 。みご 。〇 [ 

設を床温一 1 


VO に巨 .KIRARA eve 
巧义します 

かなな 抓 


@ (◎ 

サボ—化-; S - が甩 
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pw 
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床堤 
病を床温 

〇み 0 。。1 

一設定床温^ 


VOICE-KIRARA 

燃焼中 

没定ま近 

か/包 がで 


@ © @ 

サホ-、こ-夕- お巧 t - ス ite 




※そ備燃焼を約 2.5 分間、义力は中义力になります。 

mnm 










※そ巧が焼を衔 2.5 分商、义力はや乂力にな0ます。 


I ： S 



巧たスイッチを巧ず 

サポートヒータスイッチを [■入」 

にする______ 

音库 r な义しまず J 

な义巧示お0 

設定ま通表示点灯 

設を床巧表示な灯 

現巧床なま示点な 

が焼南を面がまわる 

サポートヒータ運転ランプ点口 


ルな■流出 
巧巧ポシプ作安) 


自動 串曲乂力 nffi 

»みか中 大 

*11 W ■"■■■■•■■■■ル 


入/巧 r 巧め W め 

杏会 


勺 t ブ•巧單切を 




roC® A 


時刻表示び現を時刻を表示しでいることを巧巧しで<ださい。 

オープンポケット巧の床おの換スイッチを「ストーブ巧暖房」にさわせ 
で < ださい。 

巧あスイッチを巧しで（"入」にしてください。 

[点义します J のま巧と同時に、お义ま示 r な义します J び点なします。 
才ーブンボケット巧のサポートヒータスイッチを FAJ にしでください。 
自動的に、次のよラに适拓（予備が焼•本燃焼）しまず。（ストーブ乂'力 
mm 「ま動運拓 J (巧か〜大）の巧ちは設定室通の表示はありません。） 


•点乂表示おな 
‘がな表示点な 

• 設定室巧と巧屋のが巧に的じた义 
力になる 

-リニアダンパー巧® 

• 床度巧度助巧のお定床温になるよ 
ラに、リニアダンノスー及びサポー 
トヒータ出力び、白巧のに卸がさ 
れる 

•サポートヒータ宙巧 
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サポートヒータスイツチを「入 J 
にする 



1 . 時効表示び現巧時刻を表巧しでいることを確巧しでください。 

2. 才ープンボケット巧のサポートヒータスイッチを「入 J にしでください。 
自動的に、巧のよラに a おします。 



夕巧な夕動 







































な义表示消 0 
燃焼表示点 C 

設定塞温と部屋のが巧に応じた乂 
力になる 


※予備燃焼を約 2.5 巧間、义力は中乂力になりまず。 






1 


室湿の調節诣動運提) 



牙ーフンポクット巧の义乃調節つまみを「自動]に合わせると、ルームサーモによるき動運転となり、設定室温に自動 
調節されまず。 

表示部に設を室温 （24 で）び表巧されまずので巧のよラに調節しでください。 


低め 高め 


参室温設定ボタン「高め」を巧ずたびに1で上昇します。 

(上お29で） 

#「低め J を巧ずたびに15でまでは1ですつ下がり、15でから 
はいぎなり10で （ F 点設ま）とな0ます。 

•10 で設をの場含はたーフ'運お表示ランフびななし、たーブ運拓 
とな0まず。 

(^設を塞温を巧でな上じ上げるとたーブ運紀表巧ランプび消>^ 
、え、白動的にが陈されまず。 ノ 
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サボート t ーター 


を） 

忆ーブ g 氏 


巧おホ酷 


か’庙置流出 


ツチを巧ず 


音靑「点义します」 
な乂表巧点打 
設巧窒湿表巧点口 
が焼巧を苗おまわる 


VOICE*KIRARA €Y€ 
点义します 
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1 . 時刻表巧び境巧時刻をま示しでいることを確認しでください。 

2，オープンポクット巧の床暖切換スイッチを[ス!ブ単独 J に舍わせで 
ください。 

3. 運転スイッチを巧しで[入」じしでください。 

I ■点乂します J の音靑と同時に、お乂表示「巧义しまず J び点巧し、白 
動のに巧のよラに運転（チ婦燃焼•本燃焼）しまず。（ス)-ーブ义力調 
節 I ■寺動運転 J (微か〜大）の場含は設定塞温の表示はありません。） 


ホ垢が巧 


h 本燃焼- 


- C 自動運転、 


mm 










床暖 

現を巧温 

—-WT— r—r~ 

〇 〇 〇 〇 

一設定巧遍一 

巧暖 


1 . 巧におち設定しない巧をは、自動的に快適マークの化置（設を床湿 
表示ランプの 3 つ目）に設をされランフ表巧します。 

2 . 床湿田節ボタンを巧ずと巧のよラに床湿調節でき設を床温表巧ラシ 
ブを移巧点打します。 

• 「あ J …… 1 ◎ 巧ずたびに設定温度を 6 で下げ、ランプ表示力 * 
左側へ移動。 

- r 离 J …… 1 ◎ 押すたびに設をぷ度を 6 で上げ、ランブま示び 
を側へ移動。 


ストーブ床暖資ち括、サポートヒータ适括、ストーブ床暖房•サポートヒータ併用運括のいすれの巧台を街規水が設を 
湿度になるよラに、自動的に温度現節されまず。 X 、設定床湿表示ランフに快ちマークびついでいます。快適マークは、 
床ちノ X ネルのカーペット表面をほぽ 33 〜 34 で（床お八ネル 311 の巧さ）に保つ宿巧水湿度を巧します。ご參をにされ 
ると便利です。 


ゾ i ブ Jim 行（ま動—調節一を!！)運まミ) 



巧遍調離 


態成宿 


塞湿設定による白巧巧乾の他に、义力葫節つまみによる手動乂乃贸巧び巧能です。 

巧のよラにしでください 

• 才ーブンポクット巧の义で巧節つまみを f おか J から r 大 J 
の商のご巧望の化 » にちわせでください。 

表巧部の設を室湿表示び ' 消え、そ備燃焼び終了ずるとあ ) 2.5 
分面乂力は中义力にな 0 、そのをは义力葡おつまみの投を义 
力で燃焼しまず。 


■が0巧胳 

ストーブの据ま巧けや煙突の閱係で、炎は多か巧化します。 



スブ义力巧節 f 自動」逐お時に、がか义力でを塞巧び設定ま温よ〇上屏ずるおさ、設定窒 ' 湿よ 0 お 3 で上爵ずると 
自動的に消乂し、設定室湿まで下びると点义勤巧に入ります。これをくり返ずことによりむだな部屋のあたためおぎを 
巧ぎます。 

r" ~ • 室あ設定ボタンにより希望の塞温設をを、むーブ運提ボタンを巧して 

ク ください。 

たーブ運拓表示ランプがな口し、たーブ運巧となります。 
v\ 参たーブ ' 運おボタンを再度がずことによりたーブ逐巧表ホランプが消え、 

し - ニニご = 八 \ \ たーブ運お巧おとなりまず。 










〇义順) 




運おスイツチを巧しで[祝 J にしでください。 

「消火します J の音声と圆時に、燃焼表示び消なし、消义表お 
r お义します J び点巧しまず。 

燃焼室びちがすると自動的に燃焼巧送風機、循環ポンプ（ストー 
ブ床お房運活のみ）力*停比し、時刻表巧が巧のすべでの表示び消 
なします。 



サポートヒータスイツチを「の J にしでください。 

サポートヒータ運おランプ、設定巧通表示ランプが菊巧し、同時 
に、サポートヒータ、循環ポンプび運おを停止します。 



運おスイツチ、サポートヒータスイッチを化 0 J にしでください。 
r 消火しまず J の音声と同時に、サポートヒータ運おランプ、燃 
焼表示が消な、消义表示 f 消义します J びな巧し、同持にサボー 
トヒータび運おを停止します。燃焼室がち卸すると、自動的に燃 
焼巧送風機、循爲ポンプび停止し、時刻表示が外のすべでの表示 
類び消なしまず。 

サポートヒータスイッチののりおれにま意しでください。 



消义後、汚点义ずるときのを意 


•燃焼中に誤つで電源プラブを巧いたり、運転スイッチを「の J にすると、巧お乂をを装置の働きで、ストーブび冷却 
されるまでの約2分間は巧爲义できません。 

ただし吸間的な消乂操お（約1秒な巧）の場をは、そのまま燃焼か>継続されまず。 

♦停電時には、必す運転スイツチを[の J じしでください。 


























時が，タイマー 




午前 


E：OD 



午前 


B：30 


これでタイ7—たツト時刻び記巧されました。 

3. 化す時か巧節スイツチを（■ちち J の置にちどしでください。これで時刻 
ま巧には現を時刻びを示されまず。 


1. オープンポケット巧の時計巧節スイッチを「時なをせ」にしまず。 
はじめで馆巧ずるときや、巧源プラグを長時間あいたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の！■時」 ■ r 分 J ボタンを巧しで現を時刻をさわせます。 


词：午前6時化分にをねせる場台 

① r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ③ (■分 J ボタンを巧して"午前6 :1 5" にします。 


膊計 

時計ィ 
させ《 


• 々ィマー 

歹ィう-1 


1. 才ープンポケット巧の時が巧節スイッチを「タイ7-させ J じします。 

2. 時計調節の！■時 J • I ■分 J ボタンを巧しでタイマー点义時刻をちわせま 
す。 r 分 J は5分ごとに巧さまず。 


阀：午前6時30分に合わせる巧合 

の r 時 J ポタンを巧しで"午前6 : 00"にしまず。 ⑤「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 


誦逐巧時刻の含わせ方 



時計-冬:: f マー 
合せ含せ 


時計-タイ7— 
11^ 




計せ 
持さ 



■タイ 7 —運活ちる 







1. 運おスイツチをがしで rAj にしでください。 

(燃焼中のおさはそのままでず。） 

2. 運転するときのご希望の室温交は、义方にさわせでください。 

3. 床湿調節ボタンで、床据湿度をご希望の温度にさわせでください。 


(ストーブ床暖房運乾のみ) 


4. タイマーじットボタンを押してください。 

「タイマーじットしました」の音靑と同時に、時刻表示にタイ7-たッ 
卜時刻び表示され、タイマー表示「表示時刻に運おします J び（燃焼中 
の場含は消乂表示 I ■消义します J ち）ななし、タイマー運転に入ります。 
( このとき、燃焼用を風おび10分間運おしますび異常ではありません。） 



1. 才ープンボケット巧のサポートヒータスイッチを「入 j にしでくださし、。 

2. 床溫調節ボタンで、床暖遍度をご希望の温度にをわせてください。 

3. タイマー t ットボタンを押しでください。 

[タイマーたットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマー它ッ 
卜時刻が表示され、タイマー表示 r 表示時刻に運乾します」が点巧し、 
タイマー運巧に入りまず。 





1. 運転スイッチとサポートヒータスイッチを[入」じしてください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運括するときのごお望の火力に合わせでください。 

3. 巧温調節ポタンで、床暖温度をご希望の温度にさわせでください。 

4. タイマーたットボタンを巧しでくださし、。 

「タイマー t ットしました」の音靑と同時に、時刻表示にタイマ 
—たット時刻び表示され、タイマーま示 I ■き示時刻に運拉します J 
が（が烧中の場をは消乂表巧「消义します J ち）扁なし、タイマ 
一運乾に入ります。 

/このときが焼巧を鼠磯び10分間運転しますび異常ではありま^ 

I せん。 ) 


参タイマーたツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻とタイマー表示「表示時刻に運拓します J び表示 
され続けます。 

♦運お中にタイマー t ツトボタンを巧すと、ストーブは自動消乂し、運転を棒止しまず。 




蘇を_ 



■タイ7—運括の解除 

参タイマーたットボタンを巧します。タイマー表/示び消口し、時刻表示に現 
巧時刻び表示され（時計動たコ□ン点お)、タイマー運転がおおされまず。 
•このままであれば点乂表示「点义します J び点なし、呂動的に運転を開始 
します。運転を停止するお合は、運起スイッチ（サポートヒータ運おの場 
合はサポートヒータスイツチ）ち f の J にしてください。 


^ — ◎ — ^ 

タイス 


午後 1日：3日. 


ms^ 





タイマーの读巧ちミ去 


■タイ 7 —むツト時刻-現在時刻の巧巧 

•タイマーたツト時刻の巧話 ♦現を時刻の確認 


•時計弱節スイツチを（■タイマーをせ J じさねせます。 •持計現篇スイッチを「時計させ J にちわせます。 


時計*タイマー 



午前ろ •つ 口 

時刻表示にタイマーたッ 
卜時刻び表示されます。 


時計-タイ7— 


時計; ( 

逸お 

けイト 

させ 




参巧斑を、時なお節スイツチは、必す r 适削位置にちどしでくださし、 


m . 3口 

午を lU . JU . 

時刻表示に現を時刻び表 
示されまず。 


微風フアンの使用方法 



■使巧方る 



才ーブンポクット巧の織取蓮おスイッチを f 連菌 J 又は、 \ mm にさわせてください。 
微西運起び開始されると微巧か出□からお®び出でさます。 

• immi に含ねせるとストーブぴ逐巧し、ホ備お焼び巧了を巧風ランブび巧巧し、お 
巧巧巧を巧始します。 

• mm に合ねせるとが巧ランプび巧なし、ストーブ巧転に巧がなくが風巧巧を閒始 
します。 

• r の J に合わせると微風ランプび消のし、が巧适転を停比します。 


モニター サインについで 


ストーブじトラブルが巧をずると、トラブルのががび設定室あ表ホにを号表巧（モニターサイン）されまず。 

この場合記暑を/示の巧容を、ストーブを側面に巧刷されたモニターサインーお表、または 27〜28ページ 巧 •きおの 
房分け巧と処置方を J をごおのラえ、必爱な姐!置をしでください。 


<モニターサインー巧表> 


モニターサイン 

巧巧が腹 

モニターサイン 

巧巧が胳 

モニターサイン 

宾巧が族 

E 1 

途中 消义1 

EC 

ルームサーモ巧巧| 

P 5 

基 お 不良 

E 2 

不 * 义 

巨 E 

停止時ポット異常ち巧 

M 

巧なサーモ作動 

E 3 

巧 S 巧 1)1 

巨0 

墓が巧度異な 

F 2 

巧'ぶサー S スタ巧な 

E 6 

ルームサーモが魚 


ボットサみ不足 

_1 

巧おサー吉スタ巧な 

E 7 • E 9 

悟 ち 

P 2 

ポットお度低下 


E 8 

疑 化义お 

P 3 

ポットち萬ち新 

EA 

が巧巧を風な黄巧巧お 

P 4 

不消义（消火時巧が島い） 



参床暖の温度調節は、足巧（床暖ノ X ネルの表面温度）の温度調節のため、部屋ま体の温度調節ではありません。 
力一ぺットのを面が'熱くなりずぎないよラ使南湿度には十分を意しでください。 


循環水の凍結ザ肪（お環巧のま入) 


寒冷地だけでなく、暖かい地おでを凍結ホ巧及び底食子巧のために、必す循環液を入れでください。 

参循環液は化すコロナ床暖房巧循環あ（別売品）をご使用ください。他の不凍'巧を使用したり、混ちしたりずると製品 
の寿命びおくなります。 

参循環巧は3巧を目をに入れ力、えでください。（開封した循環巧ち含む） 

本書の r 特にを意していたださたいこと（巧をのために拟すお守りくださいりの他に、巧の頂目についてちま意しでく 

だミい。—_ ___ 

♦上面ガードは、地おなどにより巧燃物び落下したときなどに乂巧を防比ずるためのちのでず。やむをえす巧りはす1 
した場含は、必すちとのが態に取りがけでおいでください。 I 

♦クリーニンク巧、 美容院などの化学薬品を使ラところや温き、飼育窒など、動植物の育成栽をに使巧しないでくだ I 

さい。 i 

♦雷び発をしたとき、蛋（誘寒雷）により一時的な過電圧びかかっでち、過軍巧防止装垣び機器を巧護するしくみに 
なっていますび、大きな雷（直擊藍など）の場含は、電子部品を損傷ずるおそれびありまずので、蛋源プラグをコ I 
ンたントから巧いでください。 I 





このストーブには巧のよラな黄を装置がついでいます。 

すぺでのをを装置は、異窜び巧0除かれでを再度点义擦巧をしなければ巧巧は巧止したままでず。 


をま装 


原因-作動経果 


ちる 


巧巧有動消义装置 
(匿 D 表示） 


強い巧《やお巧を受けたとき 


モニターサイシ巧す1ま巧 
S 動的に消乂 


ストーブの局のに異常がないかお留 
し、点义操巧しでくださし、。 

(巧》身お消乂装*はが動を宜動的 
にじツトされまず。） 


点乂安を装置 
燃焼制御装置 

(フ レー ム□ッド） 

( 厘: B 表示 ‘[ El 表示\ 

\ (途中お义） （不着 义）ノ 


点义 S スをしたとを 
途中夕义をしたとき 
がが異おにかさいとぎ 


モニター サイン [ FJJ 表巧または 
巧す1ま巧 
自動的にお义 


曰をのな検-寺入れ ( 21 〜巧ぺージ 
參お）をしでからな义操巧をしでく 
ださい。 

なおち異をがちる巧さは、お買いず 
めの販元店にご紀穀ください。 


停畢巧を装置 

( 唐で表示.で思表示、 


(30 秒な上） 


P 砂な上’’ 
1撕砂ホ巧 


巧宙 したとき 
巧 源プラグがなけたとき 


巧 g をモニターサイン iTTl 表示ま 
たは圧置]ま巧 
有®的にお义 


I L £ U の巧台、時訂などの它ットを 
しでから、巧义揉巧をしでください。 

’圧互]の巧さ、通《を点义巧巧をし 
で < ださい。 

I 巧 源プラグをお贸してください。 















装置の名称 

原困-作動結果 

処置方を 

再点义安を装置 

•消火直を、再点义操ホしたとぎ 

ク 

-約2分間の冷班をでないと点义動が 
じ入らない 

^ •約2分経過後、自動的に点乂動^ 

\巧を閲始します。 j 

1 

-- - --- ---- - - づ 

燃焼巧送風機異常 

檢出装置 
(里亞表示） 

• 回お巧び異常にほ下したとき 

ク 

•モニターサイン L £ を]表示 
•ス K — ブの運括を厚止 

■異常お下の原因を巧り巧いでから点' 
义操作をしで < ださい。 

• なおち異常びある谢さはお買い求め 
の販売ち【こご相談ください。 

過電流防止装置 
(表示部を消の） 

♦ 两部配線のショートじより遏畢流が 
流れたとき 

-覃流ヒューズびのれ、すべでの運捂 
を停止 

. _J 

•お買い求めのお巧店に修理を巧巧し1 
でくださレ。 ' 

循環が週昇防止装置 
(区丑表示） 

• 循環化が極施に巧かしたとき 
•循おかが循環しないとき 

ク 

•モニターサイン,1 j 表示 
-自動的にストーブ里®運をにのりか 
わる 

♦ストーブをいったん消义しで循環水 
過昇原因を巧0除ぎ、な义巧作をし 
てください。 

♦ なおを黃常びある巧舍はお頁いホめ 
の販売店にご巧鼓ください。 

サ ポー ト ヒータ過熱 

防止装置 

• 循環かび極端に減かしたとさ 
•循環がび循環しないとき 

ク 

-サボートヒータへの适窜を存止 
(磊ちが下びると有動的に适巧を再開） 

•運乾をいったん停让しで、曰窜の点 
巧-ま入れ （24 ページ）をしでく 
ださい。 

• なおち異常びある巧さはお買い求め 
の販売店にご相談ください。 

安まサーミスタ（暮あ上：73で） 

( 重国表示） 

し. — 

♦ストーブの上面及び側面が囲われで 
いるとさ 

♦ストーブの前面に窝害物などがある 
とぎ 

ク 

• モニターサイン1£互]表示 
-有動的に消义 

•原因を巧り陈いでから点火巧作をし 
てください。 

•なおを男萬がある讶さはお黄いホめ 
の販おちにご相談ください。 


WSB 


点お•手入れは消乂を、ボットノ K ーナぴ巧巧しでから、化す S 涵ブラグをコンたントから巧いでおこなってください。 


A ミま 


中.*;••产••一 •-ずぶ V .'::汁.ご.'，..！ 


か;；,、.を -〜、を.-" 

' 凑 '—' -'ー レ t て—’、二 




点様、寺入れの必愛頂目、時期、方法 


■周强の巧燃物（巧历ごと） 

♦ 垃ミき意] ストーブの巧巧は、*に»理•靡巧し、がそやずいちのを■かないで < ださい。 

■ほこり-巧れ（使巧ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、巧びしみたりして危巧です。 

ストーブはいつち清おにしてご使话ください。 


■巧をれ-巧のたま0 • 巧のにじみ（巧用ごと） 

参»台，巧タンクに油をれ-巧のたまりやなのにじみびないか、ときどぎ点おしでください。 
又、 お巧の族にこぼれたながは、よくふまとつでください。 



■ゴムお送巧管の点な-巧巧の白安（シ-ズン巧め） 

♦ L ごま®ゴム度をか*は、 8 巧で巧用しないで<ださい。 

里巧での巧巧は巧止されで>まず。 

参屋巧で zr ム巧送油管を使巧しているときは、お巧、が据、巧窝、おお、ひび割れがないか宿瑟し、欠点のあるとぎは 
巧巧しで < ださし、 

交換の目巧は、3をに一度でず。 


■油タンク（シ—スンの巧め、巧時） 

•巧タンク巧は水やごみびたまりやすいをのです。おおのとき、なおしてください。 

莊タンク巧の水巧ま及び巧除は、巧タンク巧属の取扱說巧 S にがつでおこなつでください。 


■煙突の接統部のゆるみ及びトップの周西（シ-スンの巧め、适時） 

参煙突の接続卸、巧巧トップのはすれびないかを点巧しでください。 煙突び底をしたり 、巧びあいたりしているとをお 
ですので巧しい物と巧巧しでください。 

参巧巧の巧くじはがえやすいちのを»かなレでください。 

参煙突巧はお度でをじた水滴がずつでつまると危巧です。な义時に、巧巧のつなぎ目やストーブより男おな煙ががたら 
消乂しで、煙巧巧がをな巧しで<ださい。 






■定巧面器のストレーナの掃な（ぉ時） 

参を巧面器には、ごみをおくためのストレーナカ 《 ついでいまず。 

ごみがたまると、巧油の流れを巧げで、十分な义刀び出なくなります。 
次のよラにお除しでください。 



1. '进タンクのち巧バルブを巧じてください。 


2. ス I ブの前板を止めているねじ巧本）をはすし、前おの下側を引ぎ 
上げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部をを図のよラに、①操巧部のを測をみし到き上げで、⑤寺前にま 
わしで、開いでください。定ミ由面器びみえできます。 


4. ストレ_ナの巧陈口に荷かなどの屋紙を差しこんで、'进ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださ 
い。 

定巧面器のちれた0’油やごみびを部流れ出ます。 


5,ストレーナを取り化しで、きれいな0油の中ですすぎミ先いをしでくだを 
し、。（水で巧わないでください。） 

儀 画麵麵瞧瞧画讓 iXttSKS 圓圓麵圓 

♦ストレーナを敏こ入れない古くださし、•また、底部《黒を)が必す、 




■ポツトパーナの巧な（适時） 

♦ に!'注^ 掃巧は、ストーブをお义させ巧み巧巧しでから、おこなってください。 

熱い巧巧でおこなラとやけどのおそれびあ0まず。 

参ポツトパーナにすずびついで炎のおが不揃いになったときや、ボツトパーナの庭にずすやカスがたまりずぎで這义が 
おそくなったとぎは、なのよラにしてすずを取り除いでください。 

1. 上面乃ードをはすしてください。 


2. 燃焼商ふたをはすしてください。 


3. スケルトンは中ふたに巧り巧いでいまず。スケルトンをガラス円街 
にあでないよラにしで、取りはすしでください。 


4. が巧リングを フレー ムロツドに竺でないよラにま盾しで左図の方向 
にが規リングをまねし、取りだしでください。 




6. 扁义ヒータ、お义ネットをいためないよラに、ポットバーナ巧部の 
すすをドライパーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでく 
ださい。 



■反射板-力 f ラス巧筒の巧な（适時) 




♦ r ごま Ml 押巧は、ストーブをお义させ巧か巧巧しでから、おこ 
なつでください。 

巧い巧巧でおこなラとやけどのおそれがあ0まず。 

♦反射あ及び方ラス円筒にほこりがたまりますと、反お効巧びおくなる 
ばかりでなくを巧ですので、巧の要巧で爸時掃なをしでほこりを取り 
除いでください。 


1. 前面方ードをち巧の固定ばね （2 個）からはずし定側にまわしでく 
だすい。 

2. ガラス巧尚を割らないよラにま意しで、巧おおなどで巧巧のほこり 
をきれいに巧なしで <ださい。 

3. やわらかい巧などで、反かが巧びガラス円尚をきれいに巧いでくだ 
さい。 

4. 巧なびおねりましたら、ちとどおりにたツトしでください。 







お巧、ま入れの必愛項巨、時期、巧る J 


■ガラス円筒の部の掃な（を時） 

♦1 ごを意!規巧は、ストーブを消义させ巧分ち巧しでから、おこなつてください。 

热いが巧でおこなラとやけどのおそれがあ0ます。 _ 

•長期間の度巧によりガラス円筒がすすけで炎が見えじくくなつたとさは、 2ミべゴ 「ポットパーナの掃陈」の項に 
したびい、スクルトンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 


S 認輸 S 黛 


二 7 六 


mtm 圓 mm 


■点义ヒータ-点义ネット.ノズルの点檢（シ—ズンの巧め） 

参点义ヒータや点乂ネットにすすび巧着しますと、ホ熱びほ下したり、油のひろびりぴ惡くなり、着义不良の原因にな 
ります。 

参ノズルの巧蔬にずすび巧着しまずと、異萬燃巧になったり、着义不良や消义時間が長くなる原因になります。 
シーズンのめには、必す点検しでください。 

点乂ヒータ、お乂ネット、ノズルの点検•巧換は破損のないよラにを意しておこなラ必要力《ありますので、必すお買 
いずめの販売店に依頼しでください。 

■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点檢 (適時） 

参フレ_ム□ッドの巧端にすすび巧着したり、フレ_ム□ッドび巧おすると、誤作動の原因になります。 

すすの巧着やフレーム□ッドのを形がある場台は、必すお買いずめの販売店に点検‘交換をの巧しでください。 


■循環がの補給（適お) 


補巧液 



謂隱 


シスターンタンク巧の循煩がは、かしすつ巧発しますので、ときどきお認し 
て、循環水び不足している場合は、そのつど規定水位まで巧暖房専巧補巧液 
を補給してください。 

参給水□扉を開き、床暖房専用補巧液を上限水のまで追加してください。 
r 配管などからのかちれで捕おする場合は、床暖房巧循環巧を入れでく〜 
L ださい。 J 


W m 


索郷纖鄉嘶厲賴 

獲かづに纏くだをシ誦心"，. I J 響!ミ禱論 Jimj 湿 L ゴ霉 
冀禁達 1舞 re た凌板株^ ぉ 賴1@^が1&^&&11^能が十翁ぉ巧^^1^ 違^) SK 瞬 U 堯表こち稱まを 棲轉鐵春擧 

I 纖媳背 - 婦辦酶觀戦 

嶺麵紫轉葦驚蔡誠ぶ‘。 J 攀養瓣靜華隹 

寶顧键雜 ifM 麵纖纖載露'議 itiiis 麗麵歸蠢麵顯麵麵讀議 H 觀恐 


■温が配管のがをれ確認（適時） 

♦ス1ブ巧部や温か配管接続部分からかちれびないことを確認してください。 





■が焼用送風がフアンフィルタの痛な（巧時） 

•フアンフイルタがごみやほこりで目ブまりずると、燃焼不良の原因になります。巧の愛巧でスト面のファンフ 
イルタの巧おをおこなつでください。 



1. を因の巧巧のようにフアンフイルタに力を如えながら引き出し、ストーブ II 面か 
ら巧りはすしでください。 

2. ブラシなどでフイルタのほこりを取り除いでください。 

3. 巧除が度わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■说(巧巧を面 rOi の巧巧（巧1回な上） 

秦が焼用を巧がファンにごみやほこ0びたまると、送®力び弱くなりが巧び悪くなった0、客が大きくなってくること 
びあります。このよラなときには、が巧巧ち巧がフアンのほこりを取り除いでください。 



ストーブ後巧のフアンカバーと風 a 制眼板をはすし、ブラシなどでおか 
にほこりを取りおいでください。 

参巧除が沒わりましたら、ちとどおりに巧り巧けでください。 



■化震などの災まび発をしたとぎのおおについて 

参地»などの巧寒び発をし、ストーブに振勘や街巧び！)日わったときは、巧ち前に必ず巧の点検をおこなってください。 
-煙突まわりのはすれ、ちれの巧贸！ 

-口油お宮からのちれのお班 

点巧で莫巧び見つかったおちは、おちいぶめの販売店に修巧を巧巧しでください。 


9.定期点お 


長期巧ご使巧じなりまずと、ストーブの点おび必受です。 

2シーズンに1回程度、シーズンお了をなどに、おちいあば店又は、お巧資格害〔(財)日本石が燃焼なお巧巧诏を （TEL 
03- 3499- 292のでおこなラ技術管理巧習を修了畜 （5 巧が器技術爸巧±)など）のいる巧などに点巧巧巧されることをお 
ずすめしまず。 




■部品交換のとぎのを意 

1么ミま^11 不完をなを巧、網运は危巧ですので、部品の交換、調愛び必要の巧含には、お質し、ホ 
めの販お店交は、を巧資お着〔(お)曰本5巧燃おおお保巧®含でおこなラ巧術营理猜留を修了 
者 （5 巧なおな術管3±)など）のいる販売店にご巧截<ださい。 

部品交換は：]!□ナ純 lEgB 品とご指定ください。 


響 aammm 


11.保管 (長期間使用しない場含) 


設置したままで保管される場含やしまわれるときは、曰常の点檢•手入れの項を参照し、次の 
要領で保管して < ださい。 

■寺入れのしかた 

1.1238* おプラグをかずコンたントから巧いでください。 

2. 巧タンクのの油は、すっかり出してください。中に水分やごみび残ったままにしでおきますと、'莊タンクび腐貪す 
る原因になります。 

3. 定'油面器のストレーナをはずしで、が分やごみをおぎ、定巧面器の中のな巧を巧いでください。 

4. フアンフィルタのごみやほこりを巧り厭いでください。 

己.前板をはすしで、掃な機などで巧部のほこりを取り除いてください。 

6. 塗装部分は、湿った巧で巧れを落としてから、から/なさしでください。 

7. 燃おきのサビなどがある所をペーパーで磨き I ■巧修用の望巧 J (别売品）で垄装してください。 


麵保管方を 

1. きれいになったら、乾燥した場所に横働しにしないでおしまいください。 

2. 床暖のお管を接続したままで保管する場合は、上限か位まで補給しておいて<ださい。 

3. ストーブ巧の循環水を巧いで保管する場合は、エアー巧きバルブを閱いでおき、エアー巧きパルフ雨管のちを燥さ 
せでください。 

4. r 取級説明書」‘ r 工事説明書 J は、大のに保管してください。 









現 を 

説 明 

巧めてを馬するとさ、ほやにおいがでる。 

1 

1がみを巧やほこ0が巧けるためです。 

しばら<なをあけで換気をしてください。 

すぐに点义しない。 

サ熱点义巧巧のためザ巧時間が2分程度がまです。 

(予巧時巧は室通によ0ぞかを化しまず。） 

燃巧巧お時や消义をに r ピチピチ J といラ音びする。 

东化のがび巧によ0皮お、吸箱するためです。 

点火時にポンと音びする。 

巧义するときに発まずるち火音で、ちちではありません。 


■巧のような現象はが障ではありません。 

参修理を巧賴される前にちラー度おおかめください。 


点义時•消义時 


■使巧中に冥萬びありましたら、巧表により原因を調ぺで処置をしでください。 

•原因のねからないときや、化置のむすかしいときは、お育いホめの販売店、またはお近くのコロナお客なご相談 




















現 象 ] _ 説 明 

育がの中に黃をい炎（ホ火)び混じる。 J 異常ではありません。 1 

外気温びほくなると、妍気ガス中にままれでいる水分が凝結 I 
煙まの先端から連続的に白煙び出る。 してが霖気になるためで、黃常燃焼による白煙ではありませ I 

I ん。 _一 

巧なぎれのお、-度《び大きくなっで默する。 I 異常ではありません。 _ I 
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ポットな-屋两巧-強制通気お‘自然巧流お-床暖房巧 


電気点义す 


巧巧 （J に1号な巧） 


1 .02L/h 


0.22L/h 


1 .005L/h 


0.198 L/h 


最大燃焼時 


37.780 kJ/h 


8,150 U/h 


37,230 kJ/h 


7,330 kJ/h 


8.4IkW 


1.86kW 


7.14I<W 


1.36kW 


を時2.09 kW 


0.5001 cW 


熱効率 80.1% 


熱効率 81.9% 


熱効率 69.0% 


熱効率67.0% 


循環水き180しル 


循巧水呈100しル 


循摄水窒 180L/h 


循環水星1 0OL/h 


.9%麻暖房運乾有發微みのとき） 


67.0% ( ストーブ堂独運起目盛がかのとぎ） 


木造 36.5 が （22 き）コンクリート49.51 Tf (30 畳〉 


木造 36.5 が （22 置）コンクリート SS.Orrf (35 置） 


木造 29.5 が （t8 畳）コンクリート 41. 5がに5き） 


木造 31.5 が （19 置）コンクリート 49.5 が （30 畳） 


2L く器異两商シスターン上限水に時） 


シスターン大気開放 


島さが5咖幅748關奥行368圆（着台を含む） 


33kg 


100V 50/60HZ 


点乂時 360/360W • 最大燃焼時 38/45W 


点火時 340/340W . 最大燃焼持 15/15W 


最大運起時 625/625W 


4.5 〜 19.5 が （3 養〜12置）（最大燃焼時） 


4.5 が （3 置> 


外径み8咖ニッブル 


尔106圆 （3 ブ目分） 


> 11 Omni 


330’CW 下 


480でが下 


ら A.10A 


巧度自動消义装苗-点义るを装置-燃烧制御装垣-停電をを装置 


再な义まを装置-循環か過易防止装夏-燃焼用送風機異常おが装黃 
サポートヒータ週熱的止装是-過軍流断止装垣-安まサ ーS スタ 


度台1個-パックチユーブ 2.5m . ホースバンド2個.避熱板1恼 
本体固定盏具2陋（ねじ2個）•コム製慾 ffi 营締なバンド2個 


巧ち）-が風フアン巧巧時の消捏巧力は定宿消蒙 S 方に 4/4 W 妨廊されます。 

-巧を道室は、な固法人-曰本ガス5巧機おェ篆含の g を基華によります。 























































14 •アフターサービス 


■保証についで 

鬻屯巧班•は、かす化ちい上げ日.巧巧おさ J 海とめおみちおおかみがち文、巧を巧からお掛ゴおりくださし、。的替 

liiiiiliHliBimiHf } 

藝 謹!！ 

馨麵麵纖翼雲議覇圈議麵薩麵議 i 

画圓麵誦圓圍圓誦圓圓圓囊 ; 

■修理を依頼されるとぎについで 

麵靈隱瞧 議誦 11^§喔幽囊 /KSf 麵誦議麵 l/SKKKlt 瞧讓麵囊. 

霸繼鐵難纖義義議麵議麵麵養顏讓誰議驅讓麵麵 I 讓 S 議 

'囊議瞧瞧纏誦議^^麵賴麵議 

♦な班期商び巧きでし、るとまは、巧理ず晒用できる僻にが麵をによりち巧で修理さをといただをまず。 


ぶ:で巧を;だ-.でででごで,てツ1了ぶ'でむ'^->'で.';;で i :;; 万ンド;.',’ぶで r : でだ巧;?：で';.:ごツ 

套ご不巧な宿すが理に拍ずるご巧巧は、おちい上げの巧宽巧または、;との巧おお巧應の«表巧に抵巧されでいる[お 

■譲《*麵》^ 1 »讓麵讀類議*■義議 


翻麵誦戀圓誦 i 


m^m 


msB 





提そがけやを動工事は巧巧店または、提え巧け業者に巧巧し、お客なご白身では巧わないでください。 


据え巧け場所の選定及び標華据え巧け側 


おそはけについでは、义おホおを倒、電気教巧に巧する巧術基準などるちの基をがあ0ます。工事説明窗（工事紀）の 
r 巧にをちしでいただきたいこと（巧をのために必ずお巧りくださいりをお読みになり、巧売店又は据え巧け業者とよ 
くご巧鼓しでください。また、 f 巧華据まはけ巧 J についでは、下因を参照しでください。 


標準}居无巧け例 



/煙突の巧端から水平巧お1 m なのにま巧の巧がある巧さは、そ\ 
の巧から 60 cm な上萬くすること。 

煙突の先端から1 m む巧に建物の開□部（窓）がないこと。 



盛 

热. 

板 
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(備考) 
1, A 


2 . 


良ゴまは、 20 cm り[上、 15 cm な上 
と示しでいますび、煙突と巧燃物との拒 
お （45 cml ^ 上）でち規制されます。 

す燃物とのおがが長くなるよラに設夏し 
で < ださい。 

遮熱おを巧り巧けない場さは、側面との 
距がを 30 cm む上離しでください。 


>テしビやラジオから1 m な上おしでください。 


お无がけ後の確認 


据え巧けびおわ0ましたら、ちラー度、エを説明 • （工事篇）の f 特にま意していただぎたいこと（安をのために必 I す 
お守りくださいりをお病みになり、エま說お》に記找されでいるとおり据えなけられでいるかどラかを括斑しでくだ 
さい。 










試運転は販养店又は据え巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

■運活華備 

•1^ ミま弯1 巧 瓶プラグをコンたントに巧の巧巧まで巧まにさしこんでくださし、。 

•巧タンクに給油し、送猫経おのを気なきをしでください。 

•送巧経おやストーブより '莊ちれびないか確認しでください。 

春配管途やじバルブなどびある場さには、を開にしでください。 

参おを装置を t ットしてください。 

(定巧面器りたットレノ X —（黒を）を左方商に让まるまで巧してください。） 

参タイマー運起になつでいませんか。 


■僱環おの給が方る 

1 . 給水前に エアー 抜きバルブびを開になつでいることを確認 
して < ださい。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必すを開にしでください。 


2. ストーブを測面の水位計で、シスターンタンクの規定が位 
(上限水位）まで循環液(コ□ナ巧暖房用循環•液）を入れで 
ください。 


3. 操作部の巧暖の換スイッチを r ストーブ床暖房 J にたツト 
しで < ださい。 


4. 操作部のサボートヒータスイツチを「入 J にしでください。 
循環ポンプび運おを開始します。 


日.器具の左背面にある往きと房り兩ちの遍がジョイントのコ 
ックを f 開」にしてください。 

♦2 回路お營の場含は、項呂5、6を1回路すつおこなつて 
ください。 



6. シスターンタンクの水位び下びりおめますので上限水位ま 
で循巧液を給がしで < ださい。 

(シスターンタンクのが位か’下びらなくなるまで‘指かを続 
けでください。） 























7. シスターンタンクの水化び下がらなくなったら循巧おの給水 
は巧了でず。 

エアー巧きバルブを r 閒 J にしでください。 

• 循巧ボンフの運拓音が唐かにな0まず。 

8. 温水お爸巧に、水をれのないことをお親してくださレ。 

•連おの途中で床暖ノ X ネル等に氷ちれびあった巧含は、巧が 
部のサポートヒータスイツチを f の J にしでお巧ポンプを 
巧让させでください。 

9. 寅巧のないことを確認したら完了でずので巧が部のサボート 
ヒータスイッチを f の J じしで辑货ポンプを任止させでくだ 
さい。 


エアー抜きバルブ 
斑のとき 

cffi ] 

斑のとき：溝が鞭 




■運括 

•ま坛は、ストーブ巧お房運おでおこない、正萬に運起することを淀かめで<ださい。 


1^^— 1 



1. 運転スイツチを巧しで「入 J にしでください。 

♦ H ご注意」巧れでお®いになるとさは、がみ巧巧などが巧けで 
煙と奥いがでまず。巧をあけで巧宙の巧巧をしてください。 
参紀3〜4分間のホ巧が巧がおわるとず:が焼にがりかわ0ます。 

2. 湿水お管経路に、水ちれのないことを確詔してください。 



3. 窝巧びなければ、乂力韵廣つまみを「おか J 〜 f 大 J にお 
定してください。 

しばら< しで巧巧八>ネルが暖かくなることを確巧してくだ 
さい。 

参おのが腹は、ちい炎の中にいくらかの黄をいお（巧义）が 
まじつでを窝巧ではありません。 
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寺動义力調節 
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4. 2回巧配這 （2 部屋お普）の巧合は A 回路- B 回路のそれそれ、温水をき遍水戻0口が结巧いなく拓爸されてい 
ることを確認しで < ださい。 


■消义のま順 



参法おスイッチを巧しでけ nj にしでください。 

f 消义します J の音再と同持に、燃巧表/示び消巧し、消义表巧 r 消火 
します J が点巧しまず。 

燃焼室び活巧すると有動的にが巧巧を風が、巧巧ポンプび巧让し、時 
刻表巧ががのすべでの表示巧びおなします。 












MEMO 




修理サービスや製品じついでのごホ目談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 


ご転居やご嬉營話などでお函りの場含は、下記のおおくのお□にごホ目談ください。 
各称、巧巧地、電話番号は、変更する場含びありますのでご 3 承ください。 


北海道地区 


東化地区 


関東地区 


信越 • 

化陸地区 


東海地区 


近ぉ- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


沖縄地区 


31305002 


辛し 悔 ちち 
ホし礙サービスたンター 
雨廣営窠巧 
姐<^リ尝巧戸方 
ち広尝奠巧 
が I 沒ちお巧 
化見営窠巧 


化惕巧白石区平巧ほ16 了吕南 1-1 9 
本し概巧白6区ホを3を2 了目目-25 
西おホ西ちを町21 -2 
姐川巿秉化川南 1 条 2 了巨2-己 
蒂広市西12ま南1了吕 30-1 
訓巧市巧»の4-17 
ゴ t 見巧美巧の9, 1-30 


青 巧 安 店 
语巧サービスたンター 
秋旧 S 業巧 
秋田サービスじンター 
パロ 営ち巧 
化前営第巧 
弘前サービスじンター 
監岡営第巧 
菌岡サービスじンター 
かミ只営篆巧 


青巧巧占111了百 12-38 
青巧巧古お 1 T 目* 12-3 S 
秋旧巧泉巧巧 4 T 目4,18 
秋田市外お川兰千刈 109-1 
ノ I 口巧巧ホす売巧55 
お前巧面 お 1-2-1 
化前巿田@1-2-1 
惑岡お P 32-1-42 
發岡巧 P 巧- 1-42 
化お市かおェ第团地4 了白79 


1山 台る 盾 
仙台ヴービスセンター 
技 J 山営巧巧 
都山サービスじンター 
を津サービスたンター 
山形営ち巧 
山形サービスたンター 


加台巿客げお区曰ノ化の1 -7-32 

化台巧夏がお径曰ゾホの1 -7-31 

邦山ホを扭 1-51-9 

珠山巿ま積な巧すお子東 30- 1 

会津甚松巧 P 3 旧の语夕さ巧之元 855- 10 

山お巿東芭坦 3-6-28 

山おおち调旧 3-6-28 


巧みサーピス t ンター 
巧り I S お巧 
立 III サービス t ンター 
甲府含冀巧 
甲巧サービスたンター 


横巧巿戸®区原宿 4 T 有？-13 
立:川巿西砂 の V 6 目-13 
な) II 巧西砂の 1-66- 13 
ム巧巧み巨库掛おが町西を2491 -2 
山梨県巧 臣巧斑 腔巧に西条2491 -2 


巧 巧る 店 

ち巧 サービスたンター 
ぞ巧宮ち菜巧 
字巧宜サービスじンタ^ 
ぶ田ち策巧 


な晒币問屋の西 V 3-22 
离時市巧屋巧西 1-3-22 
き都宮巿巧巧の2313 
きな宜巿巧お BJ 2313 
太田巧ち林東の2375 


巧 装を 巧 
云をサービスたンター 
巧為東ち装的 
長巧ち美巧 
長巧サービスじンター 
上が資弟巧 
松本ち菜巧 


云を巧®淵 3-2-15 
兰条币巧刹 3-2- 15 
お爲巿江南1ぶ-41 
長お巿大豆 *5312 
長致巧大豆拓5312 
妙®あ上百々7-に-] 

巧本巧宿巧乂又な原7日52 


を 巧る 巧 
をおサービスたンター 
至山含美巧 
福な営黄戶斤 
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ちち屋サービスじンター 
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